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西キューバ、モンカダにおける白亜紀/第三紀境界津波堆積層について 

The Cretaceous/Tertiary boundary tsunami deposit at Moncada section, western Cuba 
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西キューバのモンカダ層は約２ｍの弱変成をうけた砂岩複合層で、上方へむかって細粒化し、層厚が薄くなる
ユニットの繰り返しからなる。また、豊富な衝突起源物質や見積もられた化石年代は、モンカダ層が白亜紀-第三
紀境界層であることを指示している。いくつかの層準で見られる斜交葉理層は、モンカダ層が南北方向の流れ場で
堆積したことを示している。また、流れ方向の逆転に対応した砕屑物の入れ替わりも観察されている。こういった
特徴は、モンカダ層が白亜紀-第三紀境界における津波起源の堆積層であることを示唆している。 

 
 
 


